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人権

No.289心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　新型コロナウイルス感染症の影響で社会生活が制限
される中、「新しい生活様式」も示されました。ま
た、日本赤十字社のホームページに、新型コロナウイ
ルスが持つ感染症としての３つの顔が紹介されていま
した。１つ目は、病気そのものとしての顔。２つ目
は、見えないウイルスに対する不安や恐れという顔。
そして３つ目は、見えないウイルスへの不安から、特
定の対象を見える敵として嫌悪・偏見・差別です。こ
の感染症としての３つの顔は、人と人との信頼関係や
社会のつながりが侵されてしまいます。このウイルス

との戦いは長期戦になるかもしれません。まずは、心
が感染しないこと。当たり前に生活していた日常が変
わりました。この状況の中で、自分を見つめ直すこと
も良いチャンスだと思います。
　なにが起こるかわからない。こんな時代だからこ
そ、寄り添い、支え合い、みんなの力で乗り越えてい
きましょう。人間はひとりでは、生きていけないのだ
から。

【敬老の日】　
　今年は９月21日が「敬老の日」となります。
　もともと「としよりの日」という名前で昭和29年
に制定され、もっといい呼び名にしようということで
昭和39年に「敬老の日」と改められ、昭和41年に
「国民の祝日法」が改正され、「老人を敬愛し長寿を
祝う」として国民の祝日となりました。九重町隣保館
では、地域福祉事業として、高齢者の自立と生きがい
を支援するデイサービス（ハッスルシルバーズ）を
行っています。高齢者の皆さんが仲間とともに楽し
く、仲良く、人権（部落差別問題・人権重要課題）を
学んでいます。その真剣な学びのお姿に最敬礼。高齢
者の皆さんは、人生の大先輩。心に輝きの宝をたくさ
ん持ち、実り多き人生からたくさんのことを伝えてく
れます。私の母が言っていたことば「人は順繰り」私
も歳を重ね少しずつ意味をかみしめています。
　健康・長寿を祈り、幸福の花束を！笑顔とともに送
ります。
　　　　　九重町隣保館人権啓発指導員　安藤千恵美
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♪　ひとりの手　♪

ひとりの小さな手　何もできないけど

それでも　みんなの手と手をあわせれば
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●児童書・コミック
きょうりゅう（知育図鑑）
さくらもちのさくらこさん　　　　　　　　岡田よしたか
ぼくはなきました　　　　　　　　　　くすのきしげのり
スーパー図解工作図鑑　　　　　　　　　かざまりんぺい
いいたいことがあります！　　　　　　　　　　魚住直子
昆虫の体重測定　　　　　　　　　　　　　　　吉谷昭憲
なんでもはかれる！単位の本　　　　　　　石倉ヒロユキ
１０代のための仕事図鑑　　　　　　　　大泉書店編集部
はじめの一歩127・128巻　　　　　　　　森川ジョージ
●一般図書
訣別の旗幟（おれは一万石 １３巻 文庫） 　　　 千野隆司
潜入味見方同心２巻 (文庫 )　 　　　　　　　風野真知雄
１１文字の殺人（文庫）　　　　　　　　　　　  東野圭吾
もしも、私があなただったら (文庫 )　　　　　白石 一文
じんかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村翔吾
銀花の蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠田潤子 
男どき女どき　　　　　　　　　　　　　　　　向田邦子
いちねんかん（しゃばけシリーズ１９巻） 　　　　畠中恵
夢をかなえるゾウ４　　　　　　　　　　　　　水野敬也 
いつもあなたがそばにいる　痛快ＴＶスカッとジャパン
銀色の青　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哲夫
８８歳の自由　　　　　　　　　　　　　　　　曽野綾子
美女ステイホーム　　　　　　　　　　　　　　林真理子
ママ、死にたいなら死んでもいいよ　　　　　岸田ひろ実
だらしない夫じゃなくて依存症でした　　　　　三森みさ
三体Ⅱ[上・下 ]　 　　　　　　　　　　　　　　　劉慈欣

孤独よ、こんにちは。　　　　　　　　　　　　枡野俊明
カマタノコトバ　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田實
さだの辞書　　　　　　　　　　　　　　　　さだまさし
数字でみる日本の１００年　矢野恒太記念会
東大式スマホ勉強術　　　　　　　　　　　　　西岡壱誠
おばさんの海外旅行『あるある！？』エピソード集　芹沢マリリン
年収２００万円でもたのしく暮らせます　　　　森永卓郎
ワイルドサイドをほっつき歩け　　　　ブレイディみかこ
日本人はどこから来たのか？３万年前の航海の謎を解く　
ＮＨＫクローズアップ現代＋制作班
還暦からの底力　　　　　　　　　　　　　　　出口治明 
「うつ病の夫」に妻がすべきこと、してはいけないこと　浅井逸郎
今日からできる！小さな会社のＳＤＧｓ　　　　村尾隆介
消えたママ友　　　　　　　　　　　　　　　　野原広子
女の子の「自己肯定感」を高める育て方　　　　　吉野明
中高年のための「読む防災」　
免疫力を高める食材事典　　　　　　　　　　　廣田孝子
新型コロナウイルス対策手作りマスクＢＯＯＫ　国際情勢研究会 
写真で見る小さな生きものの不思議　　　　皆越ようせい
簡単、おしゃれなマスクの作り方　猪俣友紀
おかあさん、お空のセカイのはなしをしてあげる！　 竹内文香
スポーツをがんばる子どもの勝てるカラダを作る献立　石川三知
ウッドデッキ＆テラス百科
へそ天にゃんこ　　　　　　　　　　　　　　　すむぞう
カーサの猫村さん　　　　　　　　　　　　　ほしよりこ
岡崎に捧ぐ３~５巻　　　　　　　　　　　　　山本さほ
「伝える力」と「地頭力」がいっきに高まる東大作文　 西岡壱誠

新刊・新着図書案内 ～図書館へＧＯ～

ほんの森９月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

９月21日は『敬老の日』（※世界アルツハイマーデーでもあります）
　『敬老の日』は“老人を敬愛し長寿を祝う”日として昭和41年に国民の祝日となりました。皆さんは
何か特別なことをしていますか？お祝いに何かをプレゼントするのはもちろん素敵なことですが、
「老い」を敬い理解することも必要なのかもしれません。先日、図書館の研修会で認知症サポート医
の山内氏がこんなことを教えてくれました。現在、日本の65歳以上の認知症の割合は７人に１人。
軽度の認知障害なら３人に１人だそうです。そしてこんなに大勢の人が認知症かその予備軍になって
いるのに、正しい理解や接し方を知らない人が多すぎるのが現状だそうです。私もあなたも認知症に
なるということを前提に理解してほしい…講話の最後に『認知症になってもできることはある。必要
とされること、役に立てていると思えることが生き甲斐として大切』
とおっしゃっていたのがとても印象に残りました。まずは理解が必要です。図書館では只今、九重町
地域包括支援センターとのコラボ企画『認知症コーナー』を特設しています。（９月１日~30日ま
で）認知症に関する本を多数展示していますので、敬老の日をきっかけに読んでみるのはいかがで
しょうか。

●「おはなし会」 毎月第２土曜日10：30~11：00
　９月のボランティアグループは「ぷちトマト」の
みなさんでした。10月は「チームそらまめくん」の
みなさんです。（10月 10日予定）
●咳エチケット守れてますか？
　夏場のマスク着用は大変苦しく不快だ
とは思いますが、引き続き図書館内での
マスク着用をよろしくお願い致します。 （８月のおはなし会の様子） 参加したお友だちはシールを１枚貼って

帰ります。みんなしんけんに選んでますね♪
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと
2020年度（下半期）、九重ふるさと自然学校では
下記のプログラムを実施予定です。
奮ってご参加ください。

草原でふわふわのススキの穂を採集し、フクロウの頭と体をつくります。目やくちばし
はその場で採れたどんぐりなどでデコレーション。あっという間にふわふわのフクロウ
の完成です。
●日時：10月４日（日）【午前の部】10:00～11:30　【午後の部】13:30～15:00
●集合場所：九重自然教室「さとばる」本館（九重町田野1726-143）
●参 加 費：１個につき500円　
●申込締切：９月30日（水）

ふわふわススキで、 福呼ぶフクロウづくり

田んぼは収穫のために水を抜いていますが、隣り合うビオトープには水が入ったままで
す。生きものはどんなふうにくらしているかな？実った稲は鎌で刈り取り、太陽の光で
乾燥・追熟させる「掛け干し」をします。
●日　　時：10月10日（土）10:00～15:00
●集合場所：九重自然教室「さとばる」（九重町田野1726-143）
●参 加 費：大人1,100円　子ども（４歳以上）900円
●申込締切：10月７日（水）

稲刈りと秋の生きものしらべ稲刈りと秋の生きものしらべ自然で遊ぼう ! おやとこ ～田んぼの巻～

できたての新米を羽釡で炊いて、お昼ごはん作りに挑戦！お手製の玄米茶、デザートも
作ります。収穫の喜びと自然の恵みを感じましょう。身も心もお腹いっぱいになった
ら、田んぼで遊んでみよう！生きものたちは秋をどう過ごしているかな？
●日　　時：11月３日（火･祝）10:00～16:00
●集合場所：九重自然教室「さとばる」（九重町田野1726-143）
●参 加 費：大人1,500円　子ども（４歳以上）1,000円
●申込締切：10月31日（土）

九重町の清流沿いで冬鳥を訪ねるバードウォッチング。セキレイ類、サギ類、カモ類と
いった川の鳥とホオジロ類、ジョウビタキなどの里の鳥の両方を観察しようというよく
ばりコースです。カワセミにも期待！
●日　　時：11月28日（土）9:30～12:00
●集合場所：九重文化センター駐車場
●参 加 費：大人600円　子ども（小中学生）400円
●申込締切：11月21日（土）

冬の九重バードウォッチング冬の九重バードウォッチング

秋に収穫した稲わらで縄を綯い、しめ飾りを作ります。竹を切って小さな門松も作りま
す。飾り付けは自然学校で採れた松や、ナンテンの実をふんだんに使い、良い年を迎え
る準備をしましょう。
●日　　時：12月12日（土）10:00～15:00
●集合場所：九重自然教室「さとばる」（九重町田野1726-143）
●参 加 費：大人1,100円　子ども（４歳以上）600円
●申込締切：12月９日（水）

九重の自然を凝縮したフィールド･さとばるでのバードウォッチング。田んぼ、林、草
原、人家等、多種多様な環境とそれらを巧みに活用して冬を乗り切る野鳥たちの様子に
迫ります。
●日　　時：１月23日（土）9:30～12:00
●集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野1726-408）
●参 加 費：大人600円　子ども（小中学生）400円
●申込締切：１月16日（土）

新米をたべよう！収穫祭

しめ飾りとミニ門松づくり自然で遊ぼう ! おやとこ ～田んぼの巻～
な

えんじょ～い☆さとばる

自然で遊ぼう ! おやとこ ～田んぼの巻～

真冬のまったりバードウォッチング真冬のまったりバードウォッチング
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暮らしの情報　●
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前
９
時
〜
午
後
５
時

※

来
所
相
談
の
受
付
は
、
平
日
は
午
後
７

時
ま
で
、
土
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
方
法

【
電
話
相
談
】

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
６
５
０

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

【
来
所
相
談
】
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１
）

■
と
　
き　
10
月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
前
日
ま
で
に
予

約
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐
２
３‐

３
１
３
３
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
10
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
大
分
県
弁
護
士
会
で
は
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
災
害
に
関
連
し
た
法
律
相
談
を
無

料
で
電
話
に
て
実
施
し
ま
す
。

■
予
約
方
法　
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
式
の
た

め
、
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

電
話
予
約
の
際
に
「
豪
雨
に
関
す
る
相

談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い

■
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

１
４
５
８

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
内
容　
住
宅
、
借
金
、
保
険
、
契

約
、
相
続
、
公
的
支
援
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
弁
護
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

１
４
５
８
）

■
と
　
き　
10
月
３
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
Ａ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
（
ア
オ
ー
ゼ
）

■
相
談
内
容　
会
社
や
法
人
・
組
合
の
設

立
等
の
登
記
、
供
託
、
訴
訟
手
続
、
土

地
購
入
・
遺
産
相
続
等
の
財
産
を
取
得

し
た
際
の
所
有
権
登
記
、
少
額
な
訴

訟
、
民
事
再
生
、
自
己
破
産
、
土
地
・

家
屋
に
対
す
る
賃
料
不
払
い
や
明
け
渡

し
、
夫
婦
・
親
子
関
係
や
扶
養
に
関
す

る
問
題
、
高
齢
者
等
の
成
年
後
見
、
遺

言
書
作
成
等

■
そ
の
他　
受
付
順
、
予
約
不
要

■
相
談
担
当
者　
大
分
県
司
法
書
士
会
員

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

　
日
田
調
停
協
会
に
所
属
す
る
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き　
10
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
Ａ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
（
ア
オ
ー
ゼ
）

■
相
談
内
容　
土
地
建
物
問
題
、
金
銭
問

題
、
交
通
事
故
、
相
続
、
離
婚
、
親

子
・
親
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
各

種
の
調
整
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
調
定
協
会

（
☎
０
９
７
３‐

２
８‐

５
６
７
４
）

　
■
と
　
き　
10
月
１
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談

障
が
い
巡
回
相
談

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談)

大
分
県
交
通
事
故
相
談

豪
雨
災
害
無
料
電
話
相
談

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

無
料
調
定
相
談
会

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会
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■
と
　
き　
10
月
９
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
確
定
申
告
で
所

得
税
法
に
定
め
る
雑
損
控
除
の
方
法
、
災

害
減
免
法
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に

よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
や
町
県
民
税

の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
損
失
の
金
額
に
は
災
害
に
関
連
し
た
次

の
よ
う
な
支
出
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
領

収
書
は
来
年
の
申
告
ま
で
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
家
財
等
の
取
壊
し
や
除
去
の
た
め

の
支
出

●
災
害
に
よ
り
生
じ
た
土
砂
そ
の
他
の
障

害
物
を
除
去
す
る
た
め
の
支
出
や
住
宅

家
財
等
の
原
状
回
復
の
た
め
の
支
出

●
住
宅
家
財
等
に
係
る
被
害
の
拡
大
又
は

発
生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
必
要
な

措
置
を
行
う
た
め
の
支
出

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）
ま
た

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　
災
害
に
よ
っ
て
、
町
税
や
県
税
の
徴
収

金
及
び
国
税
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
納
税
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

■
と
　
き

・
10
月
10
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

・
10
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
別
府
公
園
（
別
府
市
）

■
主
な
予
定
行
事　
県
産
農
林
水
産
物
の

販
売
・
食
の
提
供
、
木
工
教
室
、
パ
ン

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ビ
エ
コ
ー
ナ
ー

■
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、

入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
農
林
水
産
祭
実
行

委
員
会
（
県
農
林
水
産
部
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
５
８
２

　
昭
和
23
年
９
月
11
日
〜
平
成
８
年
９
月

25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
方
で
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、「
旧
優

生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」
に
基
づ
き
、

国
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
大
分

県
で
は
、
不
妊
手
術
を
受
け
た
方
や
ご
家

族
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す

る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

■
相
談
内
容

・
旧
優
生
保
護
法
の
不
妊
手
術
に
係
る
ご

本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談

・
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す
る
一
時
金
支

給
な
ど
の
相
談
と
情
報
提
供　
な
ど

■
受
付
時
間　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
土
日

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

【
電
話
番
号
（
専
用
）
】

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
７
６
０

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
専
用
）
】

　

Sodan12210@
pref.oita.jp

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
】

　
☎
０
９
７‐
５
０
６‐

１
７
３
５

■
お
問
い
合
わ
せ　
旧
優
生
保
護
法
相
談

窓
口
（
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐
２
６
７
２

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
々
が
、
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
基
金
に

上
乗
せ
す
る
公
的
な
終
身
年
金
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す

が
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

　
基
本
は
終
身
年
金
な
の
で
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
支
払
っ
た
掛
金
は
、
全
額
が
「
社
会
保

険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
全
国
国
民
年
金
基
金
大
分
支
部

（
☎
０
１
２
０‐

６
５‐

４
１
９
２
）

■
募
集
コ
ー
ス　
電
気
シ
ス
テ
ム
科
（
デ

　
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間

　
10
月
１
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈮

■
訓
練
期
間　
12
月
２
日
㈬
〜
令
和
３
年

５
月
27
日
㈭

■
そ
の
他　
10
月
20
日
㈫
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

お
知
ら
せ

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

災
害
に
よ
る
税
の
軽
減

納
税
の
猶
予

大
分
県
農
林
水
産
祭‘

お
お
い
た

み
の
り
フ
ェ
ス
タ’
開
催

旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

国
民
年
金
基
金
の
ご
案
内

12
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
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■
と　
き　
11
月
20
日
㈮

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
10
月
５
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪

■
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

■
定　
員　
85
名

■
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
み
ま

た
は
受
講
申
請
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
（
一
財
）
日

本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３‐

３
５
９
１‐

７
１
２
１
）

■
科　
名　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

■
内　
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

■
対
象
者　
令
和
３
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
方

■
定　
員　
20
名

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
。
経
済
的
理
由
に
よ
り

受
講
が
困
難
な
場
合
、
融
資
制
度
あ
り
）

■
募
集
日
程
（
前
期
）

　
９
月
15
日
㈫
〜
10
月
２
日
㈮

■
入
校
試
験　
10
月
９
日
㈮

■
入
校
日　
令
和
３
年
４
月
９
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い

る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。

■
受
付
期
間

　
10
月
５
日
㈪
〜
10
月
16
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間　
12
月
４
日
㈮
〜

令
和
３
年
２
月
21
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日　
令
和
３
年
１
月
24

日
、
１
月
31
日
、
２
月
３
日
、
２
月
７

日
、
２
月
11
日
、
２
月
14
日

■
合
格
発
表　
令
和
３
年
３
月
19
日
㈮

■
技
能
検
定
実
施
職
種
（
予
定
）

【
特
級
】
13
職
種

【
１
・
２
級
】
32
職
種
42
作
業

【
単
一
等
級
】
１
職
種
１
作
業

【
３
級
】
11
職
種
14
作
業

　

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
６
５
１
）

試
験
・
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
（
再 

）
講
習

令
和
２
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集
（
高
校
新
卒
前
期
）

大
分

区　分 貸与月額
高校生
大学・大学院生等

15,000 円
20,000 円、30,000 円のいずれか

公益財団法人　玖珠郡育英会事務局　　☎76-3816
〒879-4895　九重町大字後野上8-1 九重町役場　教育委員会内

詳細・　　　
お問い合わせ

令和２年度　奨学生追加募集募集中
　玖珠郡育英会では、令和２年７月豪雨の影響により、経済的に修学困難な状況にある玖珠町・九重町出身の高等学
校・大学及びこれに準ずる学校の学生を対象として、奨学金の貸与を追加で実施します。貸与を希望される方は、出願
してください。

●応募資格
１．九重町または玖珠町に住民票があり、現に居住する方。またはそのお子さんで、学校教育法に規定する高等学
校・大学及びこれに準ずる学校に在学する方

２．学業人物ともに奨学生としてふさわしい方
３．経済的理由により、学費の支払いが困難な方
●奨学金の貸与期間と金額
　１．奨学金を貸与する期間は、正規の最短就学期間です
　２．奨学金は下記の金額です。大学生はいずれかを選択できます

●出願手続き　　玖珠郡育英会の指定用紙（奨学生願書）に必要事項を記載して、玖珠郡育英会に提出してください。
　出願手続に必要な添付書類
①戸籍抄本（本人のもの）　②所得証明書（家計支持者（父母等）の所得証明）
③滞納のない証明（保護者の納税関係証明　玖珠郡育英会様式）
④奨学生推薦調書（高等学校、大学等新入学者は出身中学校、高等学校の調書、その他在学中の学生は在学校の
　調書）　⑤履歴書　　⑥写真（願書用。縦3㎝×横2.5㎝の免許用サイズ）

玖珠郡育英会ＨＰ
（各種様式がダウン
ロードできます）

▲

九重町ＨＰ
（九重町奨学金返還
支援制度について）

▲
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（敬称略）

恵良団地

下 尾 本

鹿 伏

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

允 斗

雅 史

彰 宏

えとう　　　りつき

つるはら　　　ゆず

よしとも　　　うみ

８月１日～８月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,190  人
4,384  人
  4,806  人
3,905 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

31
7
24
9

穴　井　サツキ
穴　井　正　訓
有　吉　露　子
池　田　美　鈴
魚　返　大　介
木　付　キワノ
木　付　芳　子
武　石　小代子
矢　野　哲　雄
𠮷　光　美惠子

甘 川 水
川 下 南
中 村 下 一
川 上 二
川 下 北
菅 原 本 村
菅 原 本 村
中 村 下 二
田 代
桐 木 三

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

1

5

1

4

4

14

3

2

4

3

12

19

28

72

45

164

22

30

76

48

176

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・８月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

惠藤　理月

鶴原　有珠

芳友　海心

　　毎年この時期は台風による被害が発生しています。予想が困難な地
震と違って、台風は到達時期や規模がある程度予測できます。
　しかし、局地的な豪雨のように予想が難しいものもあり被害が出てい
ることも事実です。７月の豪雨により、地盤が緩んでいたり山の斜面が
崩れやすくなっているところもありますので、今まで以上の注意をし
て、早めの避難をするよう心掛けましょう。
１．気象情報の収集
　日頃からテレビやラジオ、防災無線等の気象情報や注意報に耳を
傾けましょう。
２．屋外の点検
　窓や雨戸の補強や、物干し竿、植木、小物など、飛ばされやすい
物を室内に取り込むか固定するなどの対策をしておきましょう。
３．避難する時
　単独行動は避け地域の人々と協力し合って避難しましょう。避難
の際は、もっとも安全な道順を選んで避難しましょう。また避難
に必要な最小限の非常持出し品（懐中電灯やラジオ、貴重品等）
を準備しておきましょう。

　台風が去っても増水した河川や用水路、また、土砂災害の危険がある
場所等には近づかないようにしましょう。

に備えて

男

女

男

93
72
90
58
76
93
98
91
93
96

今月の表紙は九重グリーンツーリズム研究
会の活動を取材させていただきました。九
重グリーンツーリズム研究会は今年で20
周年を迎えます。10年前に担当として、
10周年に携わらせていただいていたの
で、「もうあれから10年も…！」と驚いて
しまいました。ですが、当時とまったく変
わられていない元気な会員さんと新しい会
員さんによる、新たな取組を今回知ること
ができました。紫蘇ジュースは初めてだっ
たのですが、鮮やかな紫色がきれいで美味
しかったので、来年は私もチャレンジして
みようかなと思っています。　　 Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

● 

病
　
院

９月

10月

20日

21日

22日

27日

4日

11日

18日

25日

72-6101

72-0330

72-2167

72-2135

72-2143

72-2466

73-2030

77-6121

塚 脇

塚 脇

塚 脇

春日町

春日町

　森　

北山田

野 上

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-8071

0973-23-8148

0973-24-6690

72-0450

0973-23-6480

0973-22-0320

77-6851

0973-22-0222

日田市

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

右 田

日田市
★都合で変更する場合があります。

三池循環器内科クリニック

友 成（塚 脇）医 院

小 中 病 院

高 田 病 院

長内科小児科胃腸科医院

荒 木 医 院

北山田クリニック

矢 原 医 院

もちまつ歯科医院

よ し ま さ 歯 科

林 歯 科 医 院

倉 成 歯 科 医 院

酒 井 歯 科 医 院

内 川 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

おおくら歯科医院

2020 年９月・10 月休日当番医
● 

歯
科
医

９月

10月

20日

21日

22日

27日

4日

11日

18日

25日

電　話住　所 医療機関名日月
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調
整

課
〒

8
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9
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8
9
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 大
分

県
玖

珠
郡

九
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町
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字
後

野
上

8
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地
の

1
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 0
9
7
3
-7

6
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1
1
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刷
・
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印
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有
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会
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９
月
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読 者 俳 句

10月号の締め切りは、9月30日（必着）でお願いいたします。
選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直接送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
蝉
時
雨
は
、
多
く
の
蝉
が

い
っ
せ
い
に
鳴
い
て
い
る
さ
ま

を
時
雨
に
例
え
て
い
ま
す
。

　
七
月
豪
雨
の
後
、
温
泉
地
で

は
温
泉
を
無
料
開
放
し
て
被
災

者
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
一
日
の
疲
れ
を
露
天
風
呂
で

羨
ま
し
い
風
景
で
す
。
﹁
蝉
し
ぐ

れ
浴
び
て
﹂
で
軽
く
切
れ
ま
す

が
﹁
露
天
の
湯
に
つ
か
る
﹂
で

リ
ズ
ム
カ
ル
な
句
に
。

蝉
し
ぐ
れ
浴
び
て
露
天
の
湯
に
つ
か
る
　   

竹
尾
き
く
み

蝉
時
雨

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

せ
み
し
ぐ
れ

︵
寿
大
学
文
芸
部
︶

俳
句
の
基
本
　
　
字
余
り
は
上
五
に

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
「
子
雀
」
は
春
の
季
語
で
す
が
、「
子
燕
」
は
秋
の
季
語
。

燕
は
二
度
産
卵
し
ま
す
が
秋
の
子
雀
は
二
番
子
と
呼
ば
れ
ま

す
。
ご
夫
婦
で
雀
の
巣
を
い
つ
も
見
上
げ
て
い
る
情
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

子
燕
の
巣
立
ち
を
妻
と
見
届
け
り

佐
藤　

文
雄

　
「
障
子
貼
る
」
は
、
や
が
て
迎
え
る
冬
の
準
備
の
ひ
と
つ
で

秋
の
季
語
。
障
子
を
貼
っ
て
い
る
と
つ
い
母
の
面
影
が
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
静
か
に
秋
の
気
配
が
漂
う
一
句
で
す
。

障
子
貼
る
母
の
面
影
偲
び
つ
つ

日
野
ム
ツ
子

　
昨
日
ま
で
鳥
た
ち
の
騒
が
し
い
声
が
し
て
い
た
の
に
一
夜
で

虫
た
ち
の
合
唱
で
す
。
よ
う
や
く
秋
の
到
来
で
す
。
長
く
て
暑

い
夏
で
し
た
ね
。

庭
先
の
主
役
は
虫
に
移
り
け
り

林　
　

香
澄

　
　
　
　
　
　
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
で
心
身
と
も
に
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
そ
れ
が

今
月
の
投
句
に
も
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
推
敲
不
足
の
も
っ
た
い
な
い
句
が
目
立
ち
ま
し
た
。
▽

季
語
は
先
取
り
し
ま
し
ょ
う
。
前
季
の
季
語
は
新
鮮
味
に
欠
け
ま
す
。
締
め
切
り
十
日
前
く
ら
い
に
一
度
つ

く
り
、
中
三
日
く
ら
い
で
ま
た
見
直
す
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
締
め
切
り
前
に
も
う
一
度
誤
字
脱

字
は
な
い
か
国
語
辞
典
で
調
べ
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
毎
回
、
ギ
リ
ギ
リ
の
投
稿
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
句

が
お
ざ
な
り
に
な
り
ま
す
ね
。
自
戒
を
込
め
て
の
お
伝
え
で
す
。
▽
さ
て
、
も
う
季
節
は
す
っ
か
り
秋
で

す
。
豊
富
な
具
材
が
出
そ
ろ
い
ま
す
。
二
句
が
原
則
で
す
が
、
三
句
で
も
四
句
で
も
こ
れ
と
思
う
句
は
お
届

け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

　
俳
句
で
は
「
美
し
い
」「
や
さ
し
い
」
か
わ
い
い
」
な
ど
の
形
容
詞
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
ほ
う
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
か
と
い
う
と
、
形
容
詞
は
、
お
お
む
ね
「
い
」
で
終
わ
る
言
葉
で
「
や
さ
し

い
母
」「
美
し
い
景
色
」
と
い
っ
た
よ
う
に
使
わ
れ
、
あ
る
も
の
の
性
質
や
状
態
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

俳
句
で
説
明
的
に
な
る
の
は
タ
ブ
ー
で
す
。

　
「
祖
母
や
さ
し
」
と
言
い
た
く
な
る
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
声
を
出
し
て
本
を
読
ん
で
い
る

子
の
「
声
高
し
」
程
度
に
抑
え
、
聞
い
て
い
る
の
は
誰
か
、
読
み
手
の
想
像
力
に
委
ね
る
こ
と
が
俳
句
の

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
「
可
愛
い
」
な
ど
は
一
句
全
体
か
ら
感
じ
さ
せ
、
美
し
い
、
悲
し
い
と
直
接
的
表
現

せ
ず
、
感
動
し
た
実
態
を
見
つ
め
、
そ
れ
を
描
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
な
状
況
が
描
か
れ
る
こ
と

で
読
者
は
作
者
と
同
じ
状
況
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

髪
結
い
の
浴
衣
姿
や
テ
レ
ワ
ー
ク

夏
雲
を
背
負
っ
て
三
俣
聳
え
立
つ

か
ら
ま
り
し
糸
ほ
ぐ
れ
た
り
赤
と
ん
ぼ

猛
暑
日
や
全
国
一
は
わ
が
故
郷

特
急
の
停
ま
ら
ぬ
駅
の
曼
珠
沙
華

抱
き
し
児
の
甘
き
香
り
や
蝉
し
ぐ
れ

風
鈴
や
老
い
の
孤
独
の
癒
さ
る
る

流
星
よ
コ
ロ
ナ
を
刺
し
て
燃
え
尽
く
せ

鬼
灯
の
花
目
で
会
話
す
る
夫
婦
か
な

（
選
者
・
評
）

朝
焼
け
に
一
歩
踏
み
出
す
秋
の
入

一
葉
落
つ
裏
と
表
の
匂
い
し
て

芙
蓉
咲
く
橋
に
こ
の
手
を
預
け
た
る

志
望
校
絞
れ
ぬ
親
子
冷
や
し
瓜 

コ
ロ
ナ
渦
終
わ
り
ま
だ
か
と
蝉
の
声

カ
ー
テ
ン
の
茶
の
間
膨
ら
む
青
田
風

鱈
胃
を
煮
る
習
わ
し
や
迎
え
盆

空
蝉
や
天
災
負
け
じ
羽
ば
た
か
ん

帰
省
な
く
お
皿
に
残
る
盆
だ
ん
ご

ヨ
ウ
子

豊　

國

左
世
美

直　

人

桐　

友

泉　

渓

律　

子

い
ず
み

則　

子

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句　

「
形
容
詞
」

朝
顔
や
宿
題
の
子
に
祖
母
や
さ
し

朝
顔
や
音
読
の
子
の
声
高
し

原
　
句

添
削
例

重　

吉

一　

主

末　

子

   　

好　

美

良　

子

純　

子

紀
久
子

ヤ
ス
コ

チ
ズ
子

う
つ
せ
み

た
ら
お
さ

佳
作
　
十
八
席

佳
作
　
十
八
席

そ
び




